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滋 監 第 2 9 4 号 

令和７年( 2 0 2 5 年 )４月１日 

 

滋賀県建設工事等入札参加有資格者の皆様 

 

滋賀県土木交通部監理課長 

（ 公 印 省 略 ） 

 

令和７年度入札契約制度の主な改正等のお知らせ 

 

平素は、本県の土木交通行政の推進に御理解、御協力を賜り、ありがとうございます。令和７年度の建設工事等入

札参加資格有資格者名簿の公表および入札契約制度の主な改正等について、下記のとおりお知らせします。 

 

記 

 

１ 建設工事等入札参加資格有資格者名簿の公表について 

格付・順位・総合点数等については、滋賀県ホームページにて御確認をお願いします。格付等が掲載されてい

る名簿の HP アドレスは次のとおりです。 

ホーム > 事業者の方 > 入札・売却・指定管理 > 公共工事 > 記事一覧内  

 https://www.pref.shiga.lg.jp/zigyousya/nyusatsubaikyaku/kouzi/21991.html   

 

２ 入札・契約制度の改正等について 

※いずれも詳細については、滋賀県ホームページにて御確認をお願いします。 

ホーム > 事業者の方 > 入札・売却・指定管理 > 公共工事 > 公共工事入札情報  

https://www.pref.shiga.lg.jp/zigyousya/nyusatsubaikyaku/kouzi/300175.html 

 

（１）滋賀県市町入札参加資格審査の「変更申請」について 

   滋賀県市町入札参加資格審査申請の共同化に伴い、入札参加記載事項に変更が生じた場合は電子での変

更申請が必要です。 

   詳細は滋賀県ホームページにて御確認をお願いします。 

ホーム > 事業者の方 > 入札・売却・指定管理 > 公共工事 > 入札参加記載事項の変更届（建設

工事、コンサルタント等および土木施設維持管理業務）について 

https://www.pref.shiga.lg.jp/zigyousya/nyusatsubaikyaku/kouzi/21992.html 

 

（２）滋賀県建設工事等競争入札参加者の格付および選定基準の改正について 

   昨今の急激な物価高騰を踏まえ、令和７年４月１日から請負工事標準額等の改正を行います。格付区分

のある全ての業種で、従前の格付に見合う発注が可能となるよう、格付ごとの下限額を国の見直しに準じ

て引き上げます。（別添資料１参照） 

 

（３）工事等電子入札システムによる入札手続の運用の見直しについて 

   落札決定日時を開札日の３営業日以内に設定することとし、落札決定予定日時の24時間前までに申し出

があった場合、「無効」として取り扱うことができることとします。（別添資料２参照） 
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（４）主観的評価項目の一部改正について（県内工事） 

 

(a) 建設工事入札参加資格審査の主観的評価項目「障害者応援関連」のうち、「しが障害者施設応援企業認定

制度による認定企業」による加点を以下のとおり改正します。令和８年度以降の入札参加資格申請から適

用します。（別添資料３参照） 

 ■現行 

障害者応援関連（しが障害者施設応援企業認定制度による認定企業） 

調達／寄付 120万円以上 
90万円以上

120万円未満 

60万円以上 

90万円未満 

30万円以上 

60万円未満 

3万円以上 

30万円未満 

点数 ３点 

 

■改正 

障害者応援関連（しが障害者施設応援企業認定制度による認定企業） 

（ア） 

調達 

寄付（特定副産物以外） 

６０万円以上 
30万円以上 

60万円未満 

３万円以上 

30万円未満 

点数 １０点 ６点 ３点 

 

障害者応援関連（しが障害者施設応援企業認定制度による認定企業） 

（イ） 

寄付（※特定副産物） 
１０万円以上 

６万円以上 

１０万円未満 

３万円以上 

６万円未満 

点数 １０点 ８点 ６点 

（ア）（イ）合わせて上限１０点 

 

※ 特定副産物 

事業者が施工した現場から発生する建設副産物で、かつ、滋賀県に所在地を有する障害福祉サービス事業者および

社会的事業所において障害者が行う生産活動により再生資源化できるもの 

 

(b) 建設工事入札参加資格審査の主観的評価項目「女性技術者の雇用促進」について対象を以下のとおり改

正します。令和７年度以降の入札参加資格申請から適用します。（別添資料４参照） 

 

■現行および改正 

女性技術者の雇用促進 

現行 参加希望工事に配置している女性技術者１名につき２点 

改正 参加希望工事への配置の有無に関わらず女性技術者１名につき２点 

 ※ 技術職員の要件（変更なし） 

次の①から⑦の要件を全て満たしている必要あり。 

① 審査基準日(申請日における直前決算日)の６か月以前に採用され、審査基準日現在雇用していること。 

② 県内の営業所等に勤務していること。 

③ 申請者において所得税の源泉徴収をしていること。 

④ 社会保険（健康保険および厚生年金保険）に加入していること。ただし、健康保険および厚生年金保険の適用が除外 

される場合（個人事業所で従業員が４人以下等）は除きます。 

⑤ 雇用保険に加入していること。ただし、雇用保険の適用が除外される場合（従業員が１人もいない等）は除きます。 

⑥ 給料額が滋賀県の最低賃金の基準を満たしていること。 

⑦ 出向者については、転籍出向者（出向先である申請者側で給料を支払い、社会保険等に加入している者） 

であること。 
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３ 注意事項 

今回送付した「令和７年度競争入札参加資格審査結果について(通知)」に明記されている「電子入札シス

テム整理番号」は、電子入札システムにおいて、IC ｶｰﾄﾞの登録・更新画面や資格審査情報検索画面などで使

用する「業者番号」と同一の番号です。また、滋賀県建設工事等入札参加申請で使用する入札参加資格申請

受付システムの「業者番号」とも同一の番号となります。 

「電子入札システム整理番号」 ＝   「業者番号」    ＝   「業者番号」 

（今回通知の番号）     （電子入札システムで使用）   （入札参加申請で使用） 

今後、当該番号を幾度か使用する機会がありますので通知文の適切な管理をお願いします。 

 

 

 



滋賀県建設工事等競争入札参加者の格付および選定基準の改正について 

 
１ 請負工事標準額等の改正 

昨今の急激な物価高騰を踏まえ、本年４月から、工事の発注にあたり、格付区分の

ある全ての業種で、従前の格付に見合う発注が可能となるよう、格付ごとの下限額を

国の見直しに準じて、約 14％引き上げる。 
 
２ 別表４ 格付区分および請負工事標準額等の廃止 

国土強靭化緊急対策による発注量増加への対応として「土木一式工事」および「舗

装工事」の請負標準額については、平成 31 年 4 月 1 日から暫定的に別表４を適用し

ているが、今般、国において国土強靭化実施中期計画の策定が進められており、今後

も国土強靭化にかかる対策が継続すると見込まれることから、別表４を廃止し、別表

１に統合する。 
 

【別表１】 

（土木一式工事） 

 改正前 

（暫定措置である別表４標準額） 

改正後 

（R7.4.1 適用） 

区 分 請 負 工 事 標 準 額 請 負 工 事 標 準 額 

一 号 12,000 万円以上 14,000 万円以上 

二 号 7,000 万円以上 ～12,000 万円未満 8,000 万円以上 ～14,000 万円未満 

三 号 2,500 万円以上 ～ 7,000 万円未満 3,000 万円以上 ～ 8,000 万円未満 

四 号 800 万円以上 ～ 2,500 万円未満 900 万円以上 ～ 3,000 万円未満 

五 号 800 万円未満 900 万円未満 

 

（建築一式工事） 

 改正前 改正後 

（R7.4.1 適用） 

区 分 請 負 工 事 標 準 額 請 負 工 事 標 準 額 

一 号 9,000 万円以上 10,000 万円以上 

二 号 5,000 万円以上 ～ 9,000 万円未満 6,000 万円以上 ～10,000 万円未満 

三 号 2,500 万円以上 ～ 5,000 万円未満 3,000 万円以上 ～ 6,000 万円未満 

四 号 1,300 万円以上 ～ 2,500 万円未満 1,500 万円以上 ～ 3,000 万円未満 

五 号 1,300 万円未満 1,500 万円未満 

 

 

資料１ 



 

（舗装工事） 

 改正前 

（暫定措置である別表４標準額） 

改正後 

（R7.4.1 適用） 

区 分 請 負 工 事 標 準 額 請 負 工 事 標 準 額 

一 号 2,500 万円以上 3,000 万円以上 

二 号 800 万円以上 ～ 2,500 万円未満 900 万円以上 ～ 3,000 万円未満 

三 号 800 万円未満 900 万円未満 

 

（電気設備工事） 

 改正前 改正後 

（R7.4.1 適用） 

区 分 請 負 工 事 標 準 額 請 負 工 事 標 準 額 

一 号 2,500 万円以上 3,000 万円以上 

二 号 1,300 万円以上 ～ 2,500 万円未満 1,500 万円以上 ～ 3,000 万円未満 

三 号 1,300 万円未満 1,500 万円未満 

 

（給排水冷暖房工事） 

 改正前 改正後 

（R7.4.1 適用） 

区 分 請 負 工 事 標 準 額 請 負 工 事 標 準 額 

一 号 2,500 万円以上 3,000 万円以上 

二 号 1,300 万円以上 ～ 2,500 万円未満 1,500 万円以上 ～ 3,000 万円未満 

三 号 1,300 万円未満 1,500 万円未満 

 

（造園工事） 

 改正前 改正後 

（R7.4.1 適用） 

区 分 請 負 工 事 標 準 額 請 負 工 事 標 準 額 

一 号 2,000 万円以上 2,300 万円以上 

二 号 700 万円以上 ～ 2,000 万円未満 800 万円以上 ～ 2,300 万円未満 

三 号 700 万円未満 800 万円未満 

 

令和７年４月１日以降に公告する案件から適用します。 



落札決定前の「無効」として取り扱うルール

開札日時の30分前までに
入札執行者に辞退届を書
面で提出して辞退するこ
とができる

開札 落札決定
予定日時

現行

開札
３０分前

辞退可

開札 落札決定
予定日時開札

３０分前

辞退不可

「無効」として
取り扱えない

３日間

辞退可

１日目 ２日目 ３日目

例）2日後落札決定

１日目

開札 落札決定
予定日時開札

３０分前 「無効」として
取り扱える辞退可

落札決定24時間前

「無効」として
取り扱えない

例）3日後落札決定

開札 落札決定
予定日時開札

３０分前 「無効」として
取り扱える辞退可

落札決定24時間前

2日目

３日目

「無効」として
取り扱えない

落札決定予定日時の24時間前までに配置
予定であった技術者を配置できなくなっ
たとの申し出があった場合は、入札執行
者は、「無効」として取り扱うことがで
きる

落札決定予定日時の24時間前までに配置予
定であった技術者を配置できなくなったと
の申し出があった場合は、入札執行者は、
「無効」として取り扱うことができる

改正
例）即日落札決定 開札日即日

落札決定前の「無効」として取り扱うルールの導入について

・現行制度では、開札以降は辞退が認められず、同一
技術者による複数案件の落札決定となることで、業
務違反による入札参加停止等のリスクから、 入札機
会 が減少している。

【 対 策 】【 課 題 】

・開札以降に、配置予定であった技術者を配置できなく
なったとの申し出があった場合、入札執行者が「無効」
として取り扱うことができるルールを導入する

資料２

令和７年４月１日以降に公告する

案件から適用します。



調達額・寄付額に応じた主観点数とすることで・・・

　●障害者施設を応援する建設産業界の想いに応える

特定副産物の寄付による加点制度を設けることで・・・

　●建設副産物の有効活用による「環境よし！」

　●事業所における工賃向上、就労促進につながる「事業所よし！」

①

②

※①②合わせて上限１０点

資料3

主観点数

６点 ３点１０点

１０万円以上

１０点 ８点 ６点

主観点数

寄付（特定副産物）
６万円以上
１０万円未満

3万円以上
６万円未満

３点

　調達
　寄付（特定副産物以外）

30万円以上
60万円未満

3万円以上
30万円未満

６０万円以上

主観点数

　しが障害者施設応援企業認定による主観点数の改正について

調達/寄付 120万円以上
90万円以上
120万円未満

60万円以上
90万円未満

30万円以上
60万円未満

3万円以上
30万円未満

　●建設業＆障害者施設との連携（建福連携）により新たな製品・サービスを
　　 創造する「世間よし！」

＋

目的

改 正 前

【見直し概要】

①しが障害者施設応援企業認定に関する主観点数を調達額や寄付額に応じた3段階の区分に変更する。

②特に、特定副産物（※）の寄付について、寄付額に応じた主観点数を加点する制度を新設する。

（①②合わせて上限１０点）

※特定副産物

・・・「事業者が施工した現場から発生する建設副産物で、かつ、滋賀県に所在地を有する障害福祉サービ

ス事業者および社会的事業所において障害者が行う生産活動により再生資源化できるもの」

令和８年４月１日以降の入札参加資格審査申請から適用します。

改 正 後

「しが障害者施設応援企業」の認定を受ける場合は、認定を受けようとする年度

の４月～７月末までに申請する必要があります。

【しが障害者施設応援企業 申請先】

滋賀県健康福祉部障害福祉課社会活動係
https://www.pref.shiga.lg.jp/ippan/kenkouiryouhukushi/syougaifukushi/16413.html

【主観点数に関する問合せ先】

滋賀県土木交通部監理課審査契約係 ＴＥＬ ０７７－５２８－４１１６



資料4

　女性技術者雇用促進に向けた主観点数評価項目の要件改正について

改正前 　希望参加工事に配置している女性技術者１名につき２点

改正後 　希望参加工事への配置の有無に関わらず女性技術者１名につき２点

【見直し概要】

更なる女性技術者雇用を促進するため、希望参加工事に配置している女性技術者に限らず、

雇用されている女性技術者はすべて加点対象とする。

雇用されている女性技術者をもれなく記載できるよう様式および記載例を改正する。

令和７年４月１日以降の入札参加資格審査申請から適用します。

様式および記載例

別記様式　５
（県入札参加申請様式）

※印には記入しないでください。

1 2 3 1 2 3 1 2 3

 ※  ※  ※   ※  ※  ※  ※   ※  ※  ※  ※

注意事項

・太枠線内のみ記入してください。

・県外営業所に勤務する技術者は記入しないでください。

・女性の技術者については、「女性技術者」欄に○を記入してください。

※ ※ ※

S45.1.5 1 113 土 H6.4.1 本社

S47.6.1 　 1 214 土 H7.4.1 〃

S55.7.25 　 2 212 土 H11.4.1 草津

S43.5.6 　 3 002 土 S63.8.1 本社

　

・参加希望工事に配置しない女性技術者を雇用している場合、以下に記入してください。

H10.6.12 ○ 1 133 園 R4.4.1 草津

○

滋賀　花子 栗東市 90909090

草津　次郎 甲賀市

甲賀　三郎 甲賀市

滋賀　太郎 大津市 12121212

大津　一郎 大津市 34343434

採用
年月日

現住所
監理技術者

資格者証交付番号
所属
営業所専任

社保

雇保
健保 年金

技 術 職 員 調

※

申請者

氏　　　　名 生年月日
女性
技術者

技術職員
区分

資格
コード

参加希望
工事

（略号）

参加希望工事に配置しない女性技術者の記入欄を追加


